
 

出雲平野西部における沖積層の堆積環境 

 

清水みのり 

 

Ⅰ．はじめに 

 島根県の北東に位置する出雲平野（図１）は，

東西約２０km，南北約５km，斐伊川
ひ い が わ

と神
かん

戸川
ど が わ

の沖

積作用によって形成された山陰屈指の沖積平野

である（図２）。平野の北部を湖北山地，南を中

国山地に挟まれており，平野を北流した後，東へ

屈曲して流れる斐伊川は宍道湖にそそぎ，一方で

平野を西流する神戸川は河口付近で北へ屈曲し

日本海にそそぐ。 

 従来，出雲平野の地形発達について，様々な研

究が行われている。徳岡ほか（1990）は，中海・

宍道湖周辺地域の古地理の変遷を明らかにし，林

（1991）は沖積層中に見られるテフラなどの指標

に基づいて，出雲平野の沖積層を４層に区分し，

出雲平野の地形発達についてまとめた。また，阪

野（1998）は，遺跡分布の変遷やボーリング資料

に基づき，出雲平野西部域における縄文海進以降

の地形環境の変遷について検討した。さらに，山

田ほか（2004），山田ほか（2006），瀬戸（2012）

は新たにボーリングを行い，コア試料分析に基づ

いて，出雲平野の古環境の変遷史を述べている。 

本研究では，出雲平野の西部域を対象に，既存

の研究・調査結果を踏まえて，新たに地形分類図

を作成し，既存のボーリングデータをもとに，沖

積層の層相や堆積年代を求め，出雲平野の沖積層

の堆積環境を明らかにすることを目的とする。 

Ⅱ．調査方法 

本研究では，以下の方法で研究を行った。まず，

対象地域の微地形の形態や分布の特徴を把握す

るため空中写真判読を行い，地形分類図を作成し

た(図２)。その後，沖積層の層序，層相の水平的

な広がりを明らかにするため，出雲市役所，出雲

市役所大社支所，建設省中国地方建設局出雲工事

事務所，出雲県土整備事務所から提供いただいた

ボーリング柱状図，島根県土質技術研究センター

の地盤情報配信サービスより得たボーリング柱

状図のデータを用いて，出雲平野西部の地質断面

図を作成した。その結果に基づいて，沖積層の層

序を確認し，堆積年代や堆積環境を検討した。 

 

Ⅲ．調査地域の地形概観 

 研究では，斐伊川以西の出雲平野西部を調査対

象地域とした（図２）。本地域には，斐伊川と神

戸川の堆積作用によって形成された沖積平野が

広がり，自然堤防や旧河道などの微地形が発達す

る。特に北流した後，西へ屈曲し日本海にそそぐ

神戸川の河口付近では，旧河道や自然堤防の発達

が顕著である。また，南西部には，縄文海進期以

降の神戸川による土砂堆積の際に残された海跡

湖とされる神西湖が存在する（徳岡ほか 1990）。

また，日本海に接する地域には砂州地形が広がり，

その上には，神戸川以北の海岸に沿った大社砂丘，

神戸川以南に沿った長浜砂丘，そして，やや内陸

部にある浜山砂丘の３つの砂丘が存在する。 

 出雲平野の沖積層は，林（1991）によって，下

位から順に，下部砂礫層（ＬＧ），簸川
ひ か わ

層（ＨＫ）,

神戸川層（ＫＤ）,斐伊川層（ＨＩ）の４層に区

分され（表１），その特徴や堆積環境の変遷が報

告されている。また，沖積層中には姶良Ｔｎ火山

灰（ＡＴ），鬼界アカホヤ火山灰（Ｋ－Ａｈ），三

瓶木次軽石（ＳＫＰ），三瓶大平山火砕流（ＳＯ 
図１ 調査地域の位置 
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ｈ）起源の石英安山岩砂礫（一部は降下火山灰層）

の存在が各所で確認されている。 

下部砂礫層（ＬＧ）は，基盤の深い谷を埋積す

る砂礫層で，礫を主体とする下部礫層と，それを

覆う砂の卓越した下部砂層に細分される。ＡＴが

両層の境界となっている。下部礫層には平均径数

cm，まれに 10cmを超える花崗岩，閃緑岩，流紋

岩の礫が含まれる。最大層厚は約 20mに達するが，

場所によって厚さは異なり，その上面の起伏も大

きい。平野の西部地域で厚く，東部地域では厚さ

数 m以下と薄くなることから，下部礫層（ＬＧ）

は海面低下期に，神戸川や西流する斐伊川によっ

て平野西部に形成された扇状地性の礫層とされ

る。下部砂礫層全体の上面は西方に向かって緩や

かに傾斜しており，その高度は平野東部で-35m，

西端部で-55m前後となる。 

簸川層（ＨＫ）は，厚さ 20～30mのシルト・粘 

土層からなり，植物片や海棲の貝殻を多く含み，

縄文海進に起因する海成堆積物とされる。 

神戸川層（ＫＤ）は，神戸川によって運搬・堆

積された三瓶大平山火砕流起源の石英安山岩片

からなる，砂礫混じり粗砂から構成される。多量

に含んでいる。厚は平均 10～20cm，その基底面は

-15～-10m，上面は-10m～+5mである。 

 斐伊川層（ＨＩ）は，平野の最上部を構成する

斐伊川や神戸川によって運ばれた河成堆積物で

ある。石英や長石，雲母からなる砂粒を多く含み，

主として花崗岩類起源の砂と考えられる。後背地

ではシルト・粘土もみられる．層厚は平均 4～5m

であるが，浜山砂丘の東方では比較的厚く，10m

にも達する。鉄
てっ

滓
さい

を含む新しい堆積物と鉄滓をほ

とんど含まない古い堆積物に二分することが可

能だが，層序としては斐伊川層として一括されて

いる。 

 

図２調査地域の地形分類図 
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Ⅳ．沖積層の区分 

 出雲平野西部の沖積層の層序，層相を明らかに

するために，既存のボーリング資料を収集，解析

した。ボーリング地点および地質断面図の位置は

図２に，地質断面図を図３に示す。 

 沖積層は層相により，下位より下部砂礫層，中

部シルト・粘土層，上部砂層に区分した（表１）。 

 下部砂礫層は，深度約－20～－50m付近に層厚

約 5～15mで堆積している（図３）。花崗岩や閃緑

岩，安山岩，流紋岩などの礫を含み，基盤を覆う

ように堆積していることから，林(1991)の下部砂

礫層（ＬＧ）に対比される。 

 中部シルト・粘土層は，深度約 2～45m付近に

層厚約 15～40mで堆積する（図３）。貝殻片を多

量に含むことや，Ｋ－Ａｈと思われる火山灰層を

挟むことから縄文海進に起因する海成堆積物と

推定した。林(1991)では簸川層（ＨＫ）に対比さ

れる。 

 上部砂層は，深度約 5～20m付近に約 5～15mで

層厚約 5～20ｍで堆積する（図３）。細砂～粗砂で

構成され，しばしばφ5～30ｍｍ程度の礫が含ま

る。中部シルト・粘土層を覆うように堆積するこ

とから，海面低下期以降の神戸川や斐伊川によっ

て運ばれた堆積物であると推定した。林（1991）

では海成層上部の層相を，神戸川によって運搬・

堆積された三瓶大平山火砕流起源の堆積物であ

る神戸川層（ＫＤ）と平野の最上部を構成する斐

伊川層（ＨＩ）に区分しているが，本調査では明

確な区分ができないため，上部砂層と一括してい

る。 

 

１）Ａ－Ａ′断面 

標高約-25～-50m付近には，灰～暗灰色の砂礫

層が堆積する。砂は中～粗粒砂を主体とし，流紋

岩・安山岩・花崗岩などのφ10～30mmの亜円礫～

亜角礫を含む。礫種や深度，基盤を覆うように堆

積していることから，下部砂礫層に区分した。 

標高約-5～-45m付近には，灰～暗灰色のシルト

層または粘土層が堆積する。大部分は細粒～中粒

砂を含む砂混じりシルトまたは砂質シルトであ

る。ボーリング資料 3・7・11・12では深度約-15

～35ｍ付近では貝殻片の混入，ボーリング資料

1・2・6・10では深度約-15ｍ，-25～-30ｍ，-40

ｍ付近でＫ－Ａｈと思われる火山灰層を挟むこ

とから，中部シルト・粘土層に区分した。 

標高約 5～－20ｍ付近には，淡褐灰～灰色で細

粒～粗粒砂の砂層が堆積している。ボーリング資

料 3・11では貝殻片が混入し，ボーリング資料 6・

7では火山灰層を挟在する。中部シルト・粘土層

を覆って堆積することから，上部砂層に区分した。

上部砂層の層厚がボーリング資料 2・3では約 25

ｍであるのに対し，5・6では約 5ｍと層厚に違い

がある。これは，2・3が神戸川の現河床付近にあ

り，神戸川が中部シルト・粘土層を深く削り込ん

だあとに，その谷を上部砂層が埋めるように堆積

したためと考えられる。 

 

２）Ｂ－Ｂ′断面 

 標高約－25～－55ｍ付近には，褐灰～灰色の砂

礫層が堆積する。砂は細～粗砂を主体とし，φ5

～50ｍｍの亜円～円礫を含む．深度や基盤を覆う

ように堆積することから，下部砂礫層に区分した。

神西湖～神戸川の間のボーリング資料では下部

砂礫層は確認されなかった。 

 標高約 0～-45ｍ付近には，暗灰～褐灰色のシル

ト層または粘土層が堆積する。極細～細粒砂を含

むシルト層が多い。深度約-5～-45ｍにかけて貝

殻片を含む．ボーリング資料 17～24では，火山 

 

表１ 層序対比表 
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灰層や軽石の混入がみられる。以上の層相から， 

中部シルト・粘土層に区分した。標高約 5～-10

ｍ付近には，褐灰～灰色で細粒～粗粒砂の砂層が

堆積する。ボーリング資料 20・21では火山灰層

を挟む。ボーリング資料 13～15では砂層は確認

されなかった。中部シルト・粘土層を覆って堆積

していることから，上部砂層に区分した。

 

 

 
図３ 地質断面図 
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Ⅴ．考察 

各断面にみられる層序とその堆積年代 

下部砂礫層は沖積層の基底に基盤を削り込み

ながら堆積した海退期の礫層と考えられ，その堆

積時期は MIS2と推定される。堆積年代の手掛か

りとなる資料は，約 2．6万年前～2.9万年前に降

下した姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）である（林 1991）。

本調査でＡＴの可能性がある火山灰層は，Ｂ－

Ｂ′断面のボーリング資料 20の深度約-45ｍ付近

にある火山灰層と 24の深度約-40ｍ付近の砂層中

にある火山灰層である。しかし，資料 24に関し

ては，隣接するボーリング資料 23や 24との層相

の連続性に乏しいため，火山灰層を含む砂層が下

部砂礫層ではない可能性もある。資料 20の火山

灰層がＡＴであれば，下部砂礫層の堆積は，3万

年前以降には始まっていたと考えられる。 

 縄文海進期に堆積した海成層中に鬼界アカホ

ヤ火山灰（Ｋ-Ａｈ）を挟むことが確認されてお

り（例えば 林 1991，山田ほか 2006など），中部

シルト・粘土層の堆積年代は降下年代が約 7300

年前とされるＫ-Ａｈを手掛かりに求めることが

できる。ボーリング資料 10の深度 17.1ｍ付近の

火山灰がＫ－Ａｈであることが既存研究で明ら

かにされている（高安 2002）。Ａ－Ａ′断面，Ｂ

－Ｂ′断面中のその他多くのボーリング資料で

深度約－10～－20ｍ付近に火山灰層が挟在して

おり，これらをＫ-Ａｈとすると，海面高頂期で

あったと考えられる。林（1991の）は，簸川層に

対比される水野ほか（1972）の中海層が宍道湖の

中海層最下部の年代が 9800年前であることから，

遅くとも 10000年前には海成泥層の堆積が始まっ

たとしている。また，山田ほか（2004）は神西湖

が 9500～7300年前には内湾的環境，7300年前～

4100年前は安定した汽水環境下，約 4100年前に

神西湖が汽水環境から淡水環境に一変したと推

定している。瀬戸（2012）では，出雲平野南西部

のコア採取から，海面の上昇と海成層の堆積には

数 100年程度のギャップが生じていると述べ，縄

文海進の海面上昇により海水が浸入した後，約

8400年前まで堆積物が堆積しなかったとしてい

る。これらをふまえて，中部シルト・粘土層の堆

積年代は 9500年前～4100年前頃であったと考え

られる。 

 林（1991）の神戸層などは，約 3700年前に三

瓶大平山火砕流起源の堆積物を含むことから，堆

積年代を求めている。神戸川層に対比されるとし

た上部砂層のボーリング資料では 4・5・16など

で火山灰層の混入や，安山岩を主体とした礫の混

入などの記載があるものの，火砕流起源の堆積物

と分かるような明確な記載はなかった。また，林

（1991）のＫＤとＨＩのように区分できるような

記載もなかった。本調査では，中部シルト・粘土

層を覆うように堆積していること，神西湖が 4100

年前に汽水環境から淡水環境に一変している（山

田ほか 2004）ことを参考に，上部砂層は約 4000

年前頃から堆積しはじめたと考えられる。 

 

Ⅵ．おわりに 

本研究では，出雲平野西部の沖積層の層序やそ

の堆積年代について検討した。今後，出雲平野の

発達史をより詳細に述べるためには，当地域の特

異的な地形である３つの砂丘地とその周辺の砂

州地形のボーリング資料や，その他の沖積平野の

ボーリング資料の入手，年代資料の分析などの検

討が必要になるだろう。 
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